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第 5 章は超高圧送電用導体の設計 lこ対し筆者の研究を適用した結果を述べたもので，送電線の使用
電圧と最適な導体太さ，京導体の本数および間隔などの関係を I~J らかにしており，特に超高圧に対し
て後導体の有利なことを強調している口さらに筆者は複導体に対するコロナ jム、外の諸問題，例えば電
線相互の衝突，振れ現象，スペーサの構造および、挿入間隔なども研先し，起高圧送電線用導体設計上
の指針を与えている。
第 6 章は本論文の結論である口
本論文は超高圧送電線のコロナ雑音に関する研究であるが，特に他の研究と異なりコロナノマノレスと
コロナ雑音との関係を詳細に研究し，各種の電線構造と表面電位傾度とに対するコロナパノレスの様相
を明らかにし，コロナ雑音の発生機構とその大いさを基本的に解明している。これらの研究結果，複
導体送電線において素導体径が同ーのときは柔道;体数にかかわらず最大電位制度を同一 lこすればコロ
ナパノレスの大いさ， したがってコロナ雑音がほぼ同一であることを明らかにし，複導体の設計上貴重
な資料を与えている。
このように本論文は送電工学の発展に寄与する所大であり，博士論文として価値あるものと認める。
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